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研究成果の概要（和文）：　大学入試における主体性評価の方法と内容について、主に米国、英国そして日本の
3か国における国際比較のための現地調査を実施し分析を行った。専門教育が主に学部でなされる英国と日本で
は、大学入試（学部）では教科学力を重視し、大学院課程において専門化がより強化される米国では、大学入試
（学部）においては、高等学校までの活動歴が重視される傾向があることが示された。ただし、合格倍率の違い
（難易度）によってその度合いや非学力要素の内容が異なることが明らかになった。大学入学後の主体性育成の
明確な方向付けが入試における主体性評価方法の確定に重要であることが示された。

研究成果の概要（英文）：Regarding the method for evaluating the applicant's characteristics of the 
independence in college admissions, we conducted field survey for international comparison mainly in
 the United States, United Kingdom and Japan. In the United Kingdom and Japan, where specialized 
education is mainly conducted in undergraduate schools, the academic ability is emphasized in 
college admissions (undergraduate). In the United States, where the specialization is further 
strengthened in graduate programs, it was shown that there is a tendency that the activity history 
at high school were more important. On the other hand, it became clear that the degree and contents 
of non-academic ability differ depending on the difference in the selectivity. It was shown that a 
clear direction how to develop the characteristic of independence at college education is important 
for determining the way of evaluating applicants' characteristic of the independence in the college 
admissions.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大学入試において主体性等の非学力要素をどのように評価し、活用するかは極めて重要な課題である。本研究で
は、諸外国の21世紀スキルを意識した中等教育カリキュラム開発に着目し、さらに、諸外国の大学入学者選抜に
おける利用方法や評価方法の国際比較を行うことで，我が国の入試改革への大きな示唆を得ることができると期
待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 我が国の大学入試においては、現在多くの場合、教科学力を重視した方法がとられている。一
方、過去を振り返れば、教科学力の筆記試験のみではなく、高等学校の調査書、あるいは適性試
験等を重視した時代もあった。そのような中、平成２０年１２月に中央教育審議会から『学士課
程教育の構築に向けて（答申）」』が出され、大学入試における調査書等を活用した多様な選抜方
法や、大学教育における初年次教育等による主体性育成の重要性が指摘された。さらに、平成２
８年３月には、『高大接続システム改革会議「最終報告」』により、これからの時代に身に付ける
べき力として、「学力の３要素」が定義された。これらは、①十分な知識・技能、②それらを基
盤にして答えが一つに定まらない問題に自ら解を見いだしていく思考力・判断力・表現力等の能
力、③これらの基になる主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度、である。 
 一方、諸外国においても「２１世紀型スキルの開発」としてすでに取り組みがなされており、
大学入学者の選抜方法にも変化がみられる。この場合、大学入学者選抜を含めた高大接続システ
ムとしては、大きく分けると次の２つのパターン：(A) 中等教育の終了時に外部試験を含めた大
学入学資格試験を実施、(B) 高校・大学とは別機関による外部試験を実施、に大別できる。英国、
国際バカロレア資格は(A), 米国は(B), 日本は(B)の一部に含まれると考えられる。さらに、高等
学校の活動については、パターン(B) では、学校の評価と外部試験の評価は別であるが、パター
ン(A)では、学校内評価と外部試験評価を総合して評価点が与えられる。ここで、パターン(A)で
は、学校内評価の中に生徒の主体的な取り組みを評価する項目が含まれていることから、その評
価点を見ることで自然に大学入試に主体性評価が組み込まれることになる。一方、パターン(B)
では、外部試験の他に高校での活動資料や面接等において主体性の評価を行うことから、独立の
資料を用いることになる。 
 このように、国によって高大接続システムが異なり、さらに大学入学者選抜に利用する資料が
異なっていることから、我が国の大学入試改革を検討する場合、諸外国における「２１世紀型ス
キルの開発」との関係においてどのような入試が実施されているのかを明らかにし、その上で我
が国の「学力の３要素」による大学入試改革の内容を検討することが極めて重要であると考えら
れる。 
 
２．研究の目的 
 「１．研究開始当初の背景」で述べたように、本研究の目的は、我が国の大学入試改革におけ
る「学力の３要素」をどのように評価するか、とくに、３番目の「主体性を持って多様な人々と
協働して学ぶ態度」の評価方法を検討し、最適な手法を見出すことにある。そのため、諸外国の
中等教育と高等教育、そしてその接続システムとしての大学入学者選抜について、国際比較を行
うことで、大学入試改革に資する知見を得たいと考える。 
 ここで、大学入学者選抜において、中等教育における学校内評価を活用しているパターン(A)
では、各教科ごとの分析が必要であり、その大学教育への接続性も重要である。一方、パターン
（B）の場合、各教科の接続性と入試における評価観点は、受け入れる大学側が多くを判断する
ことになり、その判断を担っている組織のあり様も重要な分析の対象である。 
  
３．研究の方法 
 （１）中等教育と高等教育（大学）とのカリキュラム接続（alignment）の検証 
  ・米国、国際バカロレア、GCE A Level 等における高等教育へのカリキュラム接続を確認す  
るため、科目の内容及び履修学年等を確認 
（２）大学のアドミッション部門への現地調査 
 ・米国、英国等の大学におけるアドミッション部門を訪問しインタビュー調査を実施（半構  
造化面接） 
（３）中等教育（高校）の現地調査 
 ・米国、英国等における高校を訪問し、教員及び生徒にインタビュー調査を実施（半構造化 
面接） 
（４）大学入学者選抜における利用資料の調査等 
 ・各国の大学における入学者選抜に利用する資料、入試において重視する内容、入試実施担 
当組織の配置等に関する調査 
【1年目】 
 ・米国ハワイ州における公立高校と州立大学のカリキュラムについて調査を実施する。その  
後、現地調査を実施。対象者は大学アドミッション関係者（教員、職員）、高等学校教員。 

  ・米国、英国、の高校教育、国際バカロレア課程におけるカリキュラムの調査（評価方法、 
学習内容等） 

  ・米国の大学における入学者選抜資料の調査 
【2年目】 
 ・米国カリフォルニア州における州立大学と私立高校のカリキュラムについて調査を実施
する。その後、現地調査を実施。対象者は大学アドミッション関係者（職員）、高等学校
教員。 

  ・米国の大学における入学者選抜資料の調査 
 【3 年目】 



  ・米国で開催される国際会議に参加し、これまでに得られた成果をもとに海外の研究者と意   
見交換 
 ・英国における高等学校カリキュラム(GCE A Level)の調査 
  ・英国の大学及び高校を対象とした現地調査 
  ・研究成果の総括 
  
４．研究成果 
 (1) 高等学校における評価方法の国際比較 
 「２１世紀型スキルの開発」の観点から、各国のカリキュラムでは、探求型の教科学習及び教 
科横断型の学びが増加していることが示された。ここで、その評価方法は、各学校の教員によ  
る評価に加え、その評価結果をさらに上位の評価者がレビューする階層的な評価システムを
取る場合も見られている。特にイギリス連邦諸国（英国、オーストラリア）、国際バカロレア
ディプロマ課程がそのようであった。しかし、英国では、やや探求型の学びに対する評価の割
合が減少傾向にあり、現在カリキュラム改革が進行している。 
 (2) 米国の K16（P20）等の幼児教育から高等教育までの接続性を見据えた連携 
  現在米国では、多くの州において、幼児教育から高等教育までの教育接続を見据えた連携シ  
ステムが活発に活動している。今回調査したハワイ州とカリフォルニア州でも同様の動きが
見られた。ハワイ州では、P-20 partnership とよばれるシステムがあり、高大接続について
は、早期に大学を体験するプログラムや大学の授業を実際に履修して単位取得するプログラ
ム等が活発に行われていた。さらに AP(Advanced Placement)を含めて、これらのデータは州
内でデータベース化され、各高校別の大学進学者数、SAT・AP のスコア、大学授業科目の早期
履修率等について州政府はきめ細かくデータを収集し、一部をインターネット上で広く公開
している。カリフォルニア州でも高等学校と州立大学とのカリキュラム接続を重視した科目
配置がなされ、大学入学時に求められる教科の種類と成績が明示され、大学側は入学者選抜時
に細かにこれらのデータを選抜資料として扱っている。 
(3) 大学のアドミッション部門担当者及び高校教員へのインタビュー調査結果 
 米国での調査ではっきりしたのは、第 1段階の選抜は明らかに高等学校時の成績を用いる、
ということであった。ただし、各州によって学ぶ内容、範囲が異なることから、アドミッショ
ン部門は、自身の判断基準となる様々なデータを事前に広範囲に収集し、独自の計算式等を用
いて評価を行っていた。ただし、その計算式自体は、他大学のアドミッション関係者に限定し
て情報共有を行っていた。そのような状況であることから、統一した指標として利用可能な
SAT/ACT, AP, あるいは IBDP のスコアが、より信頼性の高い指標として利用可能と認識され
ていた。このような学力把握をベースとして、その上で主体性評価（あるいは非学力要素：
nonacademic skill）がなされていた。また、学力と非学力要素の入学者選抜における重みづ
けは、大学の入学難易度（selectivity）によって、大きく違いがみられた。志願者の 8割以
上が合格する大学等では、あまり非学力要素は重視されずむしろ学力のスコアのみで合否を
判定する傾向にある。一方、2割程度の合格率の大学では、ボランティア経験や課外活動を重
視していた。 
 一方、英国の大学においては、中等教育の統一カリキュラムである GCE A Level カリキュ
ラムが実施されていることから、いずれの大学を受験する場合もこの A Level のスコアが必
要になる。入学者選抜において、面接は必須ではないが、医師養成コースでは面接が課されて
いた。調査した大学では、質問ごとに異なる面接官が待つテーブルが 8または 10 程度設置さ
れ、全体で 60分以上かけて面接が実施されており、非常に面接が重視されていた。 
 高等学校を調査した結果からは、米国および英国のいずれにおいても、主体性の育成のため
の特別なプログラムを用意しているということではなく、高等学校以前からさまざまな場面
で生徒みずから選択をする場面が数多くあり、その時々で主体的な選択を求められることか
ら、大学へ進学する時点で十分に主体的な態度を有するのではないか、という回答が多くあっ
た。大学進学後は、選択の幅が大きい米国とそれほど大きくない英国とで違いがみられるが、
高校教員からの回答は類似していた。しかし、主体的な選択が難しい生徒も存在すると考えら
えることから、そのような生徒に対してどのような指導がなされているかについて、今後調査
する必要があると考えられる。 
 3 カ年の本研究の結果から、学力の 3要素の一つである「主体性を持って多様な人々と協働
して学ぶ態度」に関係する能力・スキルを入学者選抜で評価する方法は、諸外国では多様な形
態があることが示された。また、その選抜方法は、中等教育と大学入学後の教育システムとに
深く関わっていた。以上のことから、我が国の入試改革においては、大学教育でどのような主
体性の育成を図るか、その明確な方向付けが主体性の評価方法の検討に極めて重要である。今
後、本研究で得られた成果をもとに、大学教育において求められる主体性の育成とは何か、そ
してそのことを踏まえた入試方法を開発することが期待される。 
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